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福島第一原子力発電所（1F）燃料デブリ分析技術の高度化および分析研究者・技術者育成を目的として、

誘導結合プラズマ質量分析法（ICPMS/MS）による燃料デブリ超微量分析技術の開発を進めている。本発表

では、事業概要および試料となる模擬デブリの作製について紹介する。
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1. 緒言 1Fにおける燃料デブリ取り出しを安全かつ着実に進め、さらにその処理・処分方法を検討するため

には、高精度な燃料デブリ分析が不可欠であり、特に、U、Puのようなアクチノイド核種や FPの分析が重要

である。しかしながら、核種の多様性、高放射能及び難溶性成分の存在などが高精度分析の障害になると予

想され、加えてそれらの分析を適切に実施できる技術者が極めて少ないという課題もある。そこで本事業で

は、ICPMS/MSによる燃料デブリの超微量分析技術を確立し、併せて、ホットラボで活躍する若手研究者・

技術者の裾野を広げ、その育成を行うことを目的としている。

2. 実施概要 本事業では、模擬燃料デブリの溶解特性評価（JAEA、長岡技大）、燃料デブリの主要分離・分析

プロセスの確立（JAEA、長岡技大）、模擬燃料デブリの作製（NFD、東北大）、ICP-MS/MS によるアクチノイド

元素分析に係わる基礎データの取得（東北大、長岡技大）及び廃棄物処分におけう燃料デブリの安定性研究

（九大）の 5項目について研究を行っている。これまでに、U, Zr および Fe から成る模擬燃料デブリおよび

U 非含有の模擬燃料デブリを用いた各種試験・分析を実施してきており、それらの成果をシリーズ発表とし

て報告する。

3. 模擬デブリ作製 本研究では、UO2、ZrO2(NO3)2∙2H2O
及 び 同 位 体 比 50% の 57Fe を 含 む Fe(NO3)3 を

U:Zr:Fe=3:1:1 になるように混合した硝酸溶液にアン

モニア水を加え、共沈させることにより、均質な U、Zr

及び Fe の混合粉末を調整した。混合粉末を焙焼・還元

後、圧縮成型し、100%H2 雰囲気、1500℃において 2 時

間の焼結を行い、ペレット状の模擬デブリを作製した。

図 1 に示す EDS 分析および XRD 測定により、作製した

模擬デブリは、U リッチの立方晶、Zr リッチの正方晶

および数μm の金属 Fe析出物で構成され、ほぼ均質で

あることが確認された。作製した模擬デブリは、東北

大学によるメスバウアー測定に使用された。
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図1 共沈法によって混合した粉末（U:Zr:Fe=3:1:1）
から作製した模擬デブリの面分析結果
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